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ツオイスダイカスト株式会社

　　代表取締役　　山岸　孝浩

ツオイスダイカスト株式会社は、1988年の創業以来、亜鉛ダイカストを専業として取

り組んでいます。

当社は、低コストで精度の高いダイカスト製品を生産できる亜鉛の特性を熟知し、長

年培った経験と技術力を基に、切削品・プレス部品・プラスチック部品などその他の工

法からの切り替えや、部品の一体化など、VA・VE的な観点からご提案をさせて頂いてお

ります。

当社はカメラや交換レンズと言った光学部品の製造がスタートのため、精度を求めら

る部品が多く、なかでもギアの製品は多種にわたり、高精度を維持しております。

ここ近年では自動車の内装部品や減速機等に用いられる遊星歯車の依頼が多くありま

す。また、エンコーダ、モーター等のハウジングも多品種扱っており、厳しい寸法精度

を要求されていますが、無加工・無切削で仕上げております。

亜鉛ダイカストだからこそ可能になる精度部品や製品と製品の一体化、そして加工レ

スによるコスト削減などで皆さま方に貢献をしております。

2018年には、ISO9001の認証を取得し、品質の向上に努めております。近年では、そ

のことも評価を頂いて、取引先から品質表彰を頂くことが出来ました。

一方、生産量の増加に伴いまして、二酸化炭素の排出量、廃棄物発生量、化学物質使

用量も増加傾向にあることから、環境に配慮したモノづくりの実践が必要と考えており

ます。

地球環境の保全や地域環境の改善に寄与し、社会との共存共栄を図っていくために、

環境負荷の削減が必要なことから、環境マネジメントシステムであるエコアクション２

１の構築と運用を開始することに致しました。この活動が、会社のみならず従業員一人

一人の活動へと発展していく事を目指していきたいと思っております。

ご 挨 拶
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◆ 会社名 ツオイスダイカスト株式会社

◆ 代表者 代表取締役　山岸　孝浩

◆ 所在地 本社・工場：福島県安達郡大玉村大山字仲江３３２

本 宮 工 場 ：福島県本宮市本宮舘町１８６－１

◆ 設立年月日 昭和６３年４月３０日

◆ 資本金　　 １，０００万円

◆ 従業員数 ４８名　（2023年8月1日現在）

◆ 事業規模 2022年度販売額　５２０百万円

◆ 連絡先 環境管理責任者　 松本 俊也

TEL：０２４３－６８－２４２１

FAX：０２４３－６８－２４２２

E－mail  :  tsuois-blue@gol.com

◆ 対象範囲 自動車部品及び精密機器部品向けの亜鉛ダイカスト製品の製造

◆ 取扱品目 自動車部品・半導体実装機部品

精密機器部品（モータ・エンコーダ、減速機等精度部品など）

光学機器部品（カメラ、レンズ部品）

組 織 概 要

対象範囲（全組織・全事業活動）
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≪環境理念≫

　ツオイスダイカスト株式会社は、安達太良山の裾野に広がる田園地帯に立地し、

四季の変化が感じられる恵まれた環境の中で事業運営を行っております。

　当社は、亜鉛のダイカストを専業としておりますので、事業に伴う環境負荷を

認識し、地球環境の保全と地域環境改善に寄与いたします。また、環境と事業の

共存を基本に、環境マネジメントシステムと全員活動によるパフォーマンスの

継続的な改善を進めます。

≪環境指針≫

１． 事業活動に伴う環境負荷を低減するために、下記の項目を重点的に取り組みます。

（１）物づくりに於ける省エネルギーで、二酸化炭素の排出量削減をいたします。

（２）排出物の分別とリサイクルにより、廃棄物の削減をいたします。

（３）水の有効利用によって、上水使用量を削減いたします。

（４）化学物質のリスクアセスメントにより、負荷低減への見直しと適正管理を

　　　いたします。

（５）製品材料の好循環と使い切りで、製品の環境性能を高めます。

２． 環境に関する法規制及び、当社が同意したステークホルダーからの要求事項を

順守いたします。

３． 地域の環境保全に向けた施策に協力し、自主的に美化活動を行います。

４． この環境経営方針は、全従業員へ周知すると共に、一般に公開いたします。

制定日　2023年３月1日

ツオイスダイカスト株式会社

　　代表取締役　　山岸　孝浩

環境経営方針
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作成

改訂

≪2023年度及び中長期環境経営目標≫ ※基準年比毎年１％削減

基準年

2022年度 単位 2023年度 2024年度 2025年度

0.810 ｔ/t 0.802 0.794 0.786

1,822 kWh/t 1,804 1,785 1,767

3,056 ℓ 3,025 燃費 燃費

3,380 ℓ 3,346 3,312 3,279

廃棄物の削減 6.58 ｔ 6.51 6.45 6.38

　一般廃棄物　 2.12 ｔ 2.10 2.08 2.06

　産業廃棄物 4.46 ｔ 4.42 4.37 4.33

水使用量の削減 439 ㎥ 435 430 426

化学物質の適正管理 ー

製品アセスメント 100 ％ 100 100 100

地域清掃活動 ー 回 2 2 2

　　　※1．二酸化炭素は、亜鉛購入量に対する二酸化炭素排出量原単位とし、項目は電力、

　　　　ガソリン、軽油、灯油、LPGの合計で行う。

（但し、軽油は比率0.2％、LPGは比率0.1％の為、個別目標とはしない。）

　　　※2．電力は、亜鉛購入量に対する電力使用量原単位とする。

　　　※3．ガソリンは、2024年度より燃費管理とするが、2023年度はデータ取り期間　とし、

　　　　使用量で管理する。

≪2022年度環境負荷実績≫

実績値 単位

二酸化炭素排出量 335 ｔ 335 比率

　電力使用量 752,995 kWh 電力 319 95.1%

ガソリン使用量 3,056 ℓ ガソリン 7.09 2.1%

軽油使用量 206 ℓ 軽油 0.53 0.2%

灯油（燃料） 3,380 ℓ 灯油（燃料） 8.42 2.5%

LPG使用量 118 kg LPG 0.35 0.1%

廃棄物の削減 6.58 ｔ

　一般廃棄物　 2.12 ｔ 413

　産業廃棄物 4.46 ｔ

水使用量の削減 439 ㎥

PRTR対象物質排出 0.111 ｔ

　　※電力の二酸化炭素排出係数は、令和２年度実績（株）USEN調整後排出係数0.423kg-CO2/kWhを使用。

　　※灯油は、離型剤としての使用分は大気排出が主であり、PRTR対象物質の排出に含む。

負荷項目

亜鉛購入量（ｔ）

二酸化炭素合計

二酸化炭素原単位 ※1

電力原単位 ※2

ガソリン使用量 ※3

CO2排出量（ｔ）

SDS整備・ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ・適正管理

中長期目標

2023/3/29

2023/9/15

目標項目

灯油使用量（燃料）

環境経営目標（次年目標含む）
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≪2023年度及び環境経営計画≫

責任者 日程
4～６月実

績・評価
次年度計画

フィルター清掃　２回/年 松本 7月・1月 ○ 継続

エア漏れ点検補修 松本 10月 ○ 継続

クーリングタワーインバータ化 山岸 12月 ○ 継続

エアコンフィルター清掃２回/年 安藤 7月・1月 ○ 継続

自動販売機の入れ替え要請 佐藤 9月 ○ 完了

自動販売機設定の見直し変更 佐藤 ー ー 新規追加

消火設備ライトのLED化確認 山岸 6月 ◎ 完了

屋外水銀灯のLED化 山岸 2月 ○ 完了

エコドライブ教育 松本 10月 ○ 継続

空気圧の点検（交換時） 山岸・佐藤・松本 ３月・12月 ⦿ 継続

軽油使用量 電動化フォークリフト導入 山岸 4月 ◎ 完了

廃棄物排出場所の整備 松本 4月 ◎ 継続

廃棄物処理フロー作成 松本 4月 ◎ 見直し

分別ルール掲示 松本 4月 ◎ 見直し

裏紙の使用ルール化 佐藤 5月 ◎ 完了

マイカップ・ボトル携帯の啓発 佐藤 5月 ◎ 継続

コーヒーカップ繰り返し使用ルール化 佐藤 5月 ◎ 完了

節水啓発ステッカー掲示 佐藤 6月 ◎ 完了

バルブ絞り込み 松本 8月 ○ 第二段

節水コマ設置 松本 9月 ○ R5で完了

SDS入手・台帳化 松本 R5/2月 ◎ 新規継続

化学物質リスクアセスメント 松本 R5/2月 ◎ 新規継続

管理手順化 松本 7月 ◎ 継続

SDS掲示・管理 松本 7月 ◎ 継続

緊急事態想定・手順化 松本 5月 ◎ 訓練継続

新製品・金型アセスメント 山岸 発生時 ⦿ 発生時

アセスメント手順策定 山岸 9月～11月 ○ 完了

◎実施済　⦿計画通り継続実施中　○今後実施　●未実施

【４月～６月の評価】

　運用初年度３カ月間の取組は、計画した施策の内、体制整備に関する内容が多かったが、予定

通りに取り組み推進が出来た。残りの期間は、次年度の取組をイメージしながら推進をして

いきたいと思います。また、次年度は、全員活動になるように計画していきたいと思います。

廃

棄

物

水

使

用

量

化

学

物

質

製

品

性

能

製品アセス

メント

管理

一般廃棄物

蛇口対応

適正管理

　　　　評価：2023/7/25

　　　　作成：2023/3/29

管理項目 施策・取り組み内容

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

電力使用量

ガソリン使

用量

環境経営計画（実績評価・次年度計画含む）
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作成

改定

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・経営における課題とチャンスの整理

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・実施体制を構築し環境管理責任者を任命

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営システムの構築、実施、管理及びEA21推進委員会　委員長

・環境関連法規等の取りまとめ表及び順守評価の承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・訓練の企画・実施

EA21推進委員会 ・環境経営目標、環境経営計画及びその進捗確認や課題について審議

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等取りまとめ表の作成、,最新版管理及び順守評価の実施

・環境経営活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・訓練記録の作成

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

2023年2月23日

2023年9月29日

従業員

役割・責任・権限

事務局

環境管理

責任者

代表者

（代行者：代

表者不在時に

対応する）

部門責任者

山岸　孝浩

代表者 代表取締役：山岸 孝浩

（代行者） 取締役工場長：安藤 行男

鋳造現場

加藤（圭）

事務局

佐藤 薫

加工室

大河内

1階検査・梱包室

加藤（佳）

2階検査室

渡辺（輝）

環境管理責任者

松本 俊也

産業廃棄物管理責任者

松本 俊也

特別管理産業廃棄物管理責任者

松本 俊也

実施体制 下記はEA21推進委員会ﾒﾝﾊﾞｰ

P8
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作成

評価

≪2023年　第一四半期の進捗状況≫

2023年度

目標 単位 目標 実績 評価

0.802 ｔ/t 0.802 0.730 ○達成

1,804 kWh/t 1,804 1,667 ○達成

3,025 ℓ 756 752 ○達成

3,346 ℓ 0 54
冬期のみ使用の為、

年間評価とする

廃棄物の削減 6.51 ｔ 1.63 0.32 ○達成

　一般廃棄物　 2.10 ｔ 0.53 0.25 ○達成

　産業廃棄物 4.42 ｔ 1.11 0.07 ○達成

水使用量の削減 435 ㎥ 87 66 ○達成

化学物質の適正管理 適正管理
SDS整備・

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ
完了 ○達成

製品アセスメント 100 ％ 100 100 ○達成

地域清掃活動 2 回 1 1 ○達成

　　　※1．二酸化炭素は、亜鉛購入量に対する二酸化炭素排出量原単位とし、項目は電力、

　　　　ガソリン、軽油、灯油、LPGの合計で行う。

（但し、軽油は比率0.2％、LPGは比率0.1％の為、個別目標とはしない。）

　　　※2．電力は、亜鉛購入量に対する電力使用量原単位とする。

　　　※3．ガソリンは、2024年度より燃費管理とするが、2023年度はデータ取り期間　とし、

　　　　使用量で管理する。

≪2023年　第一四半期　環境負荷実績≫

実績値 単位

二酸化炭素排出量 78.6 ｔ 78.6 比率

　電力使用量 181,085 kWh 電力 77 97.5%

ガソリン使用量 752 ℓ ガソリン 1.74 2.2%

軽油使用量 24 ℓ 軽油 0.06 0.1%

灯油（燃料） 54 ℓ 灯油（燃料） 0.13 0.2%

LPG使用量 7 kg LPG 0.02 0.03%

廃棄物の削減 0.93 ｔ

　一般廃棄物　 0.25 ｔ 109

　産業廃棄物 0.68 ｔ

水使用量の削減 66 ㎥

PRTR対象物質排出 0.353 ｔ

　　※電力の二酸化炭素排出係数は、令和２年度実績（株）USEN調整後排出係数0.423kg-CO2/kWhを使用。

　　※灯油は、離型剤としての使用分は大気排出が主であり、PRTR対象物質の排出に含む。

1/4

亜鉛購入量（ｔ）

ガソリン使用量 ※3

灯油使用量（燃料）

負荷項目 CO2排出量（ｔ）

二酸化炭素合計

電力原単位 ※2

2023/3/29

2023/9/15

第一四半期（4月～6月）

目標項目

二酸化炭素原単位 ※1

環境経営目標の実績・評価
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≪二酸化炭素排出状況≫

第一四半期の二酸化炭素排出量は、約78.6トンでした。その中で電力は、97.5％を

占めており、二酸化炭素排出削減は、電力の削減が必要となっております。

灯油は、冬期に使用しますので。年間では比率は多くなります。

≪二酸化炭素排出量原単位≫

各月の二酸化炭素排出原単位ですが、６月は月次計画をオーバーしましたが、亜鉛の

購入量が少なかった為でした。累計原単位は計画を下回った推移となっております。

≪電力使用量原単位≫

電力が二酸化炭素排出の97.5％であるため、全体の排出と同じ傾向となります。

原単位の改善には、生産で使用する電力の省エネと生産性の向上が必要となっており

ます。中長期的には、二酸化炭素排出係数の小さい電力の活用が求められると思って

おります。

2/4
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≪ガソリン使用量≫

ガソリンの使用は、社用車４台で使用する燃料です。その内１台はHV車ですが、

今後は、エコドライブやアイドリングストップ、中長期的にはHV車及びBEV車への

更新を進める必要があります。次年度からは、燃費での管理を進める予定です。

≪灯油使用量≫

灯油は、冬期に於ける暖房用燃料として使用しております。４月には５４ℓの使用が

ありましたが、年間を通した目標管理をしていきたいと思います。

≪廃棄物排出量≫

廃棄物排出量全体では、産業廃棄物、一般廃棄物共に、第一四半期の目標を達成しま

した。本年は、廃棄物排出場所の整備や、分別ルール化を進めてきました。

３/4
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≪一般廃棄物排出量≫

一般ごみは、事務所から出る紙類、生活上の燃えるゴミ、不燃ゴミとなっております。

第一四半期では、計画以下の排出となり、目標は達成できておりますが、継続して

分別リサイクル化及び３Rを推進していきたいと思います。

≪産業廃棄物排出量≫

産業廃棄物としては、金属屑、木屑、ガラス屑、廃プラ及び特別管理産業廃棄物

として、強アルカリ液等の排出があります。第一四半期では、排出は多くありません

でしたが、排出タイミングによって結果に影響する状況です。

≪水使用量≫

水は、生活用水と、一部金型冷却（循環水）に使用しております。節水ステッカーの

貼付や啓発によって、目標の達成が出来ました。今後は、バルブの調整や節水コマ等

の活用を計画しております。

4/4
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　当社の環境関連法的要求事項は下記の通りですが、順守評価の結果、法規制

及びその他の要求事項につきまして、違反はありませんでした。

　　○は順守が確認できた項目

順守状況

廃棄物処理法 ○

○

大玉村は指定地域外（県条例が適用） 非該当

○

○

水質汚濁防止法 油流出事故時の届出及び処置 ○

浄化槽法 使用時の届出、維持管理、水質検査 ○

フロン排出抑制法 第一種特定製品の簡易点検、漏洩報告 ○

PRTR法 第一種指定化学物質の排出１トン以上で報告 非該当

福島県化学物質適正管理指針 管理物質100kg以上時に適正管理、報告 ○

毒物及び劇物取締法 ○

消防法 指定数量の１/５未満で管理（灯油） ○

高圧ガス保安法 技術基準（転倒防止）の順守 ○

家電リサイクル法 ○

自動車リサイクル法 使用済車両の引渡し、再資源化料金の預託 廃車無し

大玉村環境基本条例 環境の保全と創造に関する施策に協力 ○

大玉村公害防止条例 汚水、廃棄物等の処理等公害を防止 ○

本宮市環境基本条例 環境への負荷を低減するため、自己の責任で、必要な措置 ○

本宮市公害防止条例 汚水、廃棄物等の処理等公害を防止及び施策に協力 ○

　2022年度から2023年6月までの間で、環境関連の法規制違反、訴訟、及び

近隣からの苦情はありませんでした。

概要法規名 主な要求事項

盗難漏洩防止、表示、事故･盗難時届出

長期使用による排出抑制、４品目のリサイクル料

金を支払い、指定引き取り場所へ運搬

保管基準の順守、処理業者との委託契約、適

正排出、マニフェスト発行・保管・報告
福島県廃棄物の処理の適

正化に関する条例
産業廃棄物管理責任者の設置、帳簿の備え

福島県生活環境の保全に

関する条例
騒音指定施設の届出、基準の順守

騒音規制法/振動規制法

福島県振動防止対策指針 地域別振動基準の順守

環境関連法規などの順守状況

違反、訴訟などの有無
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　エコアクション２１は２０２３年４月から運用を開始し、３カ月が経過した。

現在は立ち上げの期間となっているので、まずは実施事項を理解し、取り組みが

全員活動として定着できるよう、現状での見直しを行いました。

前回の指示事項対応

見直し日　2023年7月25日

ツオイスダイカスト株式会社

　　代表取締役　　山岸　孝浩

項目 指示事項評価結果

・今回が初めての見直しでした。

・関係者への周知は、教育、掲示、個人カードにて

実施出来た。

ー

【変更の要否】

・変更は無い
環境経営方針

【総合コメント】

・エコアクション２１の構築及び運用はスタートしたばかりであり、今後の運用で変更が

必要なことがあれば、迅速に改善をし、経営に資するマネジメントにして行きたいので、

ひとりひとりが自分の役割を認識し、全員で取り組んで頂きたい。

・二酸化炭素原単位、電力原単位、ガソリン使用

量、廃棄物の削減、一般廃棄物、産業廃棄物、水使

用量の削減、化学物質適正管理、製品アセスメン

ト、地域清掃活動の目標が達成できている。

・関係者への周知は、教育、掲示、個人カードにて

実施出来た。

・計画は予定通りに進捗し、役割を持った実施責任

者の推進状況と課題を共有化出来ている。

・EA21構築準備を通して、MSの運用に動き

出せている。

・EA21構築を期に、手順が整備されている。

今後、問題点が出てくればシステムの改善を

行う。

・法規制などの要求事項一覧は出来ている。

初年度の順守が確認出来た。今後は、仕組み

で年間を通した順守管理を推進すること。

・苦情は無かった。

・環境上の緊急事態の想定は出来て、手順化

が出来、初めて緊急対応訓練を行った。

【変更の要否】

・変更は無い

【変更の要否】

・変更は無い

【変更の要否】

・変更は無い

ー

特別管理産業廃棄物

管理責任者資格の取

得を進めること。

訓練での気づき点

は、手順に反映し、

精度を上げること。

・地域のクリーン作戦を初めて行って、地域

貢献活動をすることが出来た。

毎年出来るように計

画をして頂きたい。

マネジメント

システム

苦情

事故

緊急事態

実施体制

順守状況

その他

環境経営目標

環境経営計画

代表者による評価と見直し・指示
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１/３

　ツオイスダイカスト（株）は、EA21認証取得に向けて２０２３年度より

環境取り組みをスタートしましたが、それ以前から取り組みを行っており

ましたので、その一部を含めてご紹介いたします。

（１）本社工場では、照明を蛍光灯や水銀灯から、92％をＬＥＤに交換し、

消費電力を削減し、二酸化炭素排出量を年間約5.44ｔ削減しました。

なお、２０２３年５月より操業を開始した本宮工場の照明は、100％LEDと

なっております。

　　　　倉庫の水銀灯 　　　LEDへ変更

（２）２０２２年８月には、２台のエアーコンプレッサーの内１台を、省エネ型

コンプレッサーに更新すると共に、レシーバタンクを１台から２台に増設し、

通常１台のコンプレッサーで需要に対応できるようになりました。この結果、

消費電力を削減し、二酸化炭素排出量の削減が出来ました。

　写真右側が更新コンプレッサー 　追加されたレシーバタンク

（３）２０２２年の本社工場新棟増設では、断熱、照明のLED化の他に、日光の

遮熱等のために、遮光、遮熱シートを敷設いたしました。

今までの取組内容
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（４）デマンドの低減に向けて、設備の通電立ち上げ時間の分散化計画によって、

ピーク電力の一定化を図りました。

　　　　通電指示ボード 最大電力の月別推移（変動が少ない）

（５）パッケージ型消火設備導入に際し、パイロットランプをLEDタイプにし、

省エネルギーを図りました。また、火災報知機赤色灯のLED化を行いました。

　　パッケージ型消火設備 火災報知器赤色灯のLED化

（６）フォークリフト増設を期に、既存は軽油エンジンタイプでしたが電動

型を導入し、二酸化炭素削減と、カーボンニュートラルの道筋を可能にしま

した。

エンジンタイプフォークリフト ４月導入の電動型フォークリフト

今までの取組内容

P16

最大電力推移(kW)

最大２３６kW 最低２１８kW



３/３

（７）緊急事態を想定し、火災発生時の消火と避難訓練を行いました。

消火器を持って避難所へ集合 　　避難後の講評の様子

（８）緊急事態を想定し、油漏洩対応訓練を行いました。

　土嚢による流出防止 　　訓練後の確認の様子

（９）地域貢献活動として、クリーン作戦を実施しました。国道４号線や

　会社周辺の道路法面約1.5kｍにわたりゴミ拾いを行い、可燃物、不燃物など

　約3.5ｋｇの収集が出来ました。

今までの取組内容
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【本社へのアクセス】

　・東北自動車道 本宮ICから車で約１２分

二本松ICから車で約９分

　・JR東北本線 本宮駅からタクシーで約８分

二本松駅からタクシーで約１４分
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